
平成30年度　佐久大学・佐久大学信州短期大学部免許状更新講習　講習一覧（選択領域）

領域・講習名 講習の概要 担当講師 会場 時間数 日程 受講対象者 定員

【選択】自殺予防を含めた教

職員の心の健康づくり

児童、生徒とその保護者、同僚や上司等、さまざまな人間関係

の中で勤務する教員には、こころの健康を保つための知識や技

術が大切となります。前半では、ストレスやこころの健康、自殺

問題について現状を理解しながら、有効な対策の一つとしてい

われている『ゲートキーパー教育』について考えます。後半で

は、教員自身のこころの状態に気づき、その健康を保つための

セルフケアについて情報を提供いたします。

朴　相俊

（看護学部准教授）

佐久大学

講義室

6時間

平成30年8月4日（土）

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

80人

【選択】歩けること=寿命　ドイ

ツ足分析から学ぶ

独・整形外科靴マイスターより、基本足部解剖学から代表的な

足部変形を学びながら、足が日常生活と成長にどう影響するの

かを考察する。教育現場で自身と周囲を観察・指導するために

必要な靴適合や足部分析演習・独フットプリント採寸や、日独靴

文化比較論も日独通訳者より講演する。

坂江　千寿子

（看護学部教授）

宮原　香里

（看護学部講師）

佐久大学

講義室

6時間

平成30年8月5日（日）

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

70人

【選択】健康障害を持つ子ども

と家族

①小児期に慢性的な疾患を抱えることは、その子どもの生活や

成長発達に大きな影響を与えます。子だもたちがその健康障害

を抱えながら学校や地域で生活するためには、周囲の人々の

理解と支援が必要です。本講義では、こうした健康障害を抱え

る子どもや家族の特徴、現状について概説します。

②子どもに多い不慮の事故、感染症に対して予防と対策が重

要です。本講義では子どもの救急時のフィジカルアセスメント、

救急処置、感染対策について理解を深めます。

鈴木　千衣

（看護学部教授）

小林　睦

（看護学部講師）

佐久大学

講義室

6時間

平成30年8月10日（金）

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

100人

【選択】強迫パーソナリティ・強

迫性障害・睡眠障害

今日近代社会において、強迫パーソナリティが最も多い性格傾

向のひとつだと思われる。強迫性障害と強迫パーソナリティ障

害は別ものと考えた方がよいだろう。当講習では、強迫パーソ

ナリティ・強迫パーソナリティ障害・強迫性障害、及びそれらに

起因する睡眠障害に関する理解を深め、その特質と関係性を

論じ、児童生徒・保護者・教職員の皆様のQOL向上に役立つこ

とを目標とし、苦悶からの再出発・再成長に資する方法を考え

る。

金高　茂昭

（看護学部客員教授）

佐久大学

講義室

6時間

平成30年8月12日（日）

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

100人

【選択】女性の生涯の健康支

援

女性の生涯を通じた健康の保持・増進の観点から、リプロダク

ティブヘルスケアに関する主要な健康課題として、人工妊娠中

絶、新出生前診断、妊娠出産育児における課題、更年期障害

について概説します。

弓削　美鈴

（看護学部教授）

湯本　敦子

（看護学部教授）

佐久大学

講義室

6時間

平成30年8月18日（土）

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

100人

【選択】国際理解の進め方ー

看護の国際協力を通して

日常生活の中で感じる国際化、各人の業務における情報のグ

ローバル化、他国との国際交流の話を聞くにつけ、私たちは国

際社会の中で日本人、国際人として生活する姿勢が求められて

います。幼、小、中、高校生がスムーズに他国籍の人を受け入

れることができる態度、異文化をお互いに理解し、尊重しようと

する考え方は、周りの大人の態度や環境に影響される場合が

多いと思われます。国際理解の進め方について参加者の経験

を共有し、討議し、学ぶ機会とします。

束田　吉子

（看護学部教授）

佐久大学

講義室

6時間

平成30年8月26日（日）

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

60人

【選択】正しくパソコンを活用す

るには

情報活用能力とはパソコンなどの情報機器を「扱う能力」ではな

く「活用する能力」である。しかし現状では前者の能力育成が偏

重されているのではないだろうか。

本講座では授業におけるデータ収集、分析、プレゼン作成の指

導場面を想定して、パソコンなどの情報機器をどのように活用

すればよいのかという本来の「情報活用能力」を解説し、さらに

「情報活用能力」育成の指導方略を解説する。

三池　克明

（信州短期大学部講師）

佐久大学

講義室

6時間

平成30年9月9日（日）

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭

中・高等学校教諭、養護教諭

40人

※「自殺予防を含めた教職員の心の健康づくり」の講習は、5/21（月）に定員に達しましたので募集を締切ました。

※「歩けること=寿命　ドイツ足分析から学ぶ」の講習は、5/28（月）に定員に達しましたので募集を締切ました。

※「健康障害を持つ子どもと家族」の講習は、5/28（月）に定員に達しましたので募集を締切ました。

※「女性の生涯の健康支援」の講習は、6/4（月）に定員に達しましたので募集を締切ました。

※「正しくパソコンを活用するには」の講習は、6/7（木）に定員に達しましたので募集を締切ました。


